
お知らせ 

 

平成 20 年度ワークショップ「自然と共生した

流域圏・都市の再生」の参加申し込みは、定員

となったため、締め切らせていただきました。 

多数のご応募ありがとうございました。 

 

参考資料として、開催案内を次ページ以降に

添付いたします。 
 

 

 

ワークショップ「自然と共生した流域圏・都市の再生」事務局 

 

 

 

 



ワークショップ 
 
 
 

開催のご案内 

 
開催日時：平成２１年２月１８日（水） １３：００～１８：００ 

 

開催場所：エッサムホール 

     住所：東京都千代田区神田須田町 1丁目 26 番 3 号 エッサム本社ビル３階 

℡ ：03-3254-9011 

http://www.essam.co.jp 

交通：JR 神田駅東口より徒歩 3分、東京メトロ銀座線 神田駅 5出口 徒歩 1分   

 

会  費：無 料 

 

申 込 先：下記まで FAX または E-mail にて、氏名・勤務先・勤務先住所・℡(FAX)・E-mail 

       を明記の上お申し込み下さい。 

 

         ワークショップ「自然と共生した流域圏・都市の再生」事務局：内藤、渡邊 

〒102-0082 東京都千代田区一番町８（一番町ＦＳビル３階） 

（財）リバーフロント整備センター内 

           TEL：０３－３２６５－７１２１ FAX：０３－３２６５－７４５６ 

E-mail：shizenkyo@rfc.or.jp 

 

申込締切  平成２１年２月１６日（月） 

定  員  100 名 （定員になり次第締め切らせていただきます） 

主  催  ワークショップ「自然と共生した流域圏・都市の再生」実行委員会 

共催（予定）内閣府 

後援（予定）文部科学省、厚生労働省、農林水産省、国土交通省 

事 務 局  (財)自然環境研究センター、(財)日本水土総合研究所、(社)農村環境整備センター、 
(財)ダム水源地環境整備センター、(財)リバーフロント整備センター 

「自然と共生した流域圏・都市の再生」 

 平成 17年 12月に総合科学技術会議で、今後 5年間の科学技術に関する予算、人材等の資源配
分を方針づける第 3期科学技術基本計画が示され、それに対応して、ライフサイエンス、情報通
信、環境、ナノ・材料を重点推進 4分野として分野別推進戦略が策定されました。 
 また、第 3期環境分野推進戦略計画での環境分野では、気候変動（地球温暖化）を含む６つの
重点的な推進研究領域の一つとして、「水･物質循環と流域圏」研究が設定されています。この研

究は、第 2期基本計画における「自然共生型流域圏・都市の再生」研究と「地球規模水循環変動」
研究を発展的に統合し、「生態系管理」研究等とも連携しつつ重点的に推進することとしているも

のであり、関係各省等が連携して取り組むこととされています。 
 この課題は、自然科学のみならず人文社会科学（経済・社会・人文まで広い学問分野）を含ん

だ学際的な大きな研究課題であるため、多くの人の経験と知識、そして共同した取り組みが必要

と考えられます。「自然共生型流域圏・都市の再生」および「地球規模水循環変動」の研究の成果

や培われた人的ネットワークを踏まえつつ、「生態系」の関係者とも連携して、研究を進める必要

があると考えられます。 
 そこで、この研究課題に関心をもつ研究者、政策決定者等が集まり、分野を超えて、外からの

広い視野から、この研究を支える活動が重要ではないかということで、本ワークショップの実行

委員会が、これまでのワークショップ「自然と共生した流域圏・都市の再生」実行委員会を継承、

発展させつつ組織され、ワークショップを開催することとなりました。 
 今年度は、国際的な事例も含めて水・物質循環、流域圏・都市の再生について討議します。 



 
 

プログラム（予定） 

 
 
 
FAX ０３－３２６５－７４５６ 
ワークショップ「自然と共生した流域圏・都市の再生」事務局 

（財）リバーフロント整備センター 研究第四部 渡邊 行 

 

平成２１年２月１８日（水）に開催される 

ワークショップ「自然と共生した流域圏・都市の再生」に参加希望します。 

氏 名 勤務先 勤務先住所 ℡（Fax） E-mail 

     

     

     

     

●お申込み時にご記入いただく個人情報は、本ワークショップ事務局が責任を持って厳重に管理し、申込み者への連絡、シンポジウム運

営以外に使用することはありません。 

内   容 

（敬称略） 

１３：００  １．挨拶      

               実行委員長 北海道開拓記念館館長 丹保 憲仁

１３：０５  ２．基調講演 

「自然と共生する流域圏について」 

東京工業大学教授 池田 駿介

１３：３５  ３．講演 

（１）「水・物質循環と流域循環等の状況について」 

内閣府参事官 原沢 英夫

１４：００   （２）「人口急増地域における水政策シナリオについて 

山梨大学大学院教授 砂田 憲吾

１４：２５   （３）「小アラル・シルダリア川流域における環境修復シナリオについて」 

            鳥取大学教授 北村 義信

１４：５０   （４）「自然と共生する流域圏・都市再生シナリオについて 

～伊勢湾・流域を中心として～（仮題）」 

        名古屋大学大学院教授 辻本 哲郎

１５：１５   （５）「都市・地域の維持再生と流域圏プランニング」 

東京大学大学院教授 石川 幹子

１５：４０   （６）「メコン川の開発計画と流域管理」 

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究所

 河海工水理研究室長 丹治 肇

１６：０５  ４．休息 

１６：１５  ５．総合討論 「水・物質循環と流域圏研究の推進について」 

                進 行：福島大学教授     虫明 功臣 
討議者：上記講演者 

鳥取環境大学教授  三野 徹  

       日本大学教授    吉川 勝秀 

１７：４５   ９．閉会の挨拶                  

委員 財団法人リバーフロント整備センター理事長 竹村 公太郎

終了 

－参加申込書－ 


